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最近菩 々は土壌の放射能を策測 する機倉 を得たので,豫擶的に若干の産地及母岩の地質學的
鱒 螺 にする土囎 料蹴 で灘 した撚 を嗜 の測定方法蜘 鰤 ζ解1嬾 告する・
從來・三蹄 等 ㈱ ミ・構)は ガイガ」魏 氣計數膂をもつて種々の人工的誘導翊 搆 藤 の
放府能を調べてゐる關係.ヒ,本報告に於ける土興の自然放射能の測定にも亦趾型の計數装置を
　
使膿 て碑 のである ガイガー・・ユラ 型ー計嫐 置は最早雌1噺 しく設明するtで紘
!・鰥 脇 柳 研糊 幽 暾 く綿 翫 又よく舫 軌 樋 飾 丿・な蹴 裝置であes・)`'・





第'鬪1まその離 管哨 醗 駐 示すものである・魴 先づ讐 の厚r約1/10mmのヂユ
・・セ・ン抛 騨 醐 雄 り凌 釧1轍 獅 て夕・グ・デ ・の繖{壷 一〇・02圃 搬 る・
圓筒の内騒觝は擾秀な研磨面浜ある・此園筒の上下には夫々電氣的絶緒1物質の部分片 ・iが取付
け.られ…悶示り如 くタ7グ ス子ン細線 ぎ とヂユ.物レミ.ン同筒D;と の問の蹴氣的絶縁を完全
にする一購 の聯 曙 哈 輌 ・勲 丁タ レツ整 硝子留 と氣密囃 ρ漕 内の排氣
及使旧鰥 ρ郡 綻 揃 じて行齢 る・雌 締 脚 の離 於ける餉 の氣體・はHg一控
～8c⑱ 灘 氣が用ひられ・.弛 ラル ミン管壁(直徑厂L5⑳)にはタングスデン線1こ對し
て約厂}200・ボ叫 邊ρ:咤攀 蝿 倖差が鵬 煽 曝'ら 韻 される 皀卩鯉 歸 γ荷
.メ.7トに對して陰電琢ζ准る・
融 撚 試料}燗 示卿 く・内壁のf望1,5・mlク瞳 の徑 】翫 血諮iさ3・m・'皀防 厚み2・…
の紙 製二重壁の半甜壕状容器2箇4～1對に分劇して均等に滿 され る7放 射能測定の能李を充
分 高暈)る爲め砒睿器り内開の壁には特.に極めて薄い(O.(瓰mm)璽ロフアγ紙が用ひられ,試 料
よゆ 鰍 蠏 が之によつて徽 さ擁 ρを醗 、るだ腱 けてゐる・
蕎'本 訴 究 め 麟 は.氈に曙 和17年1雪1亅旧 臨 口輩 化 堅禽 討 論 會 の賭 上 に於 て報 告 きわ た 。
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そこで今ヂユラルミン黼 の醗 部の脚 ・於て・そ鮪 鰔 醸 約1牢 の嫉 面・ガ
つて此様な粉末試料 を2珈Lの 厚 さに滿たLた」二記セロフア ン察器を密撞 して圍焼 さ暢 試料
を電囎 に對 して對鰍 ζ配齢 る 今碧 レこの容駟 の麟 能試融b齲:さ れ る β一線 γ一
線がセ ・プアン醗 とヂユラル ・癩 壁1!10mm
邑聖盛グ螂. とを透過 して瞥内に到逮することが出來れば,管内




子テン緯ゆ踵 鏑喋 紡 れる 孕;こでこρ電嚇
鱒 鷂によつて鯉 聯 の卿r`r導『運
、嫡 常媒 蟹 樋 融 仮 塵 鰍 し左上・嬾 …
圧 力 幽†.
及ボ シプ
・,嗣櫞 囃 鱗 毋にタつ舜 數する叩 ある喞 砥
様蹴 轡 少1鯵つτ輝 騨 鮒能騨
騨 畔 する砂 で軽 解 蹴 岬 ≒側亅塾
た莨盤 二段埼幅の彫酷 線の囓 を示すものも
賜 合に眦 例鯔 の船 顧 り甚髮簡鞭 櫺 の
第i1匿...薄壁 計数 電離 管 厳 面 略 臨
A・ 電氣 組 級 材 質:B・ 鐸簿 金具,
. 7アγ露器 内堕 ・1)・陰 趣 ヂ 昌 フ ル ミ ン薄 壁
管 部,F,陽 悌 タン グ 暑.テン ・7イ.,メン ト.f
G,パ イ レ ツ クス爾子 艀,馬 試 料.
,.點 に關.し特 に記 違す る程 の ものはない・但 だ上蓮計層二...～.i,.ぞ・ゴ.、1
數管及囘蹟全部.凋圍を充分の接地鐵板をもつて外
界ふら完全磁 蔽腋 の鰻 縫 で.もな呼
.t
.:齡 鹸 励 蝿 鰭 ぬ 嫩 射能轍 の放轆




へ 　 　　 　　て 　 　 　 ド 　
らぬものである.此磯1匸用.ひ.られた計数管の自然計
マ ひト ド　 　 　 　 　　 ロ..鮒7-SIA.の程度鍋 φで 放射能試糾の計數と
ズ,..加る'燃轍 励 の謡廠 ぬ 都 暘 蘭毎に麺
、。汝 之麺 績瞳 融 藻 て、・美緑 む廠 轆
c・..・・ 雄 緬 ゼざ寐1 .Mtt、・ ・IL'tl.申嚇 歌 よつそ
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・・騨 計蜘 ・於銃 づ朧 量の1剛叫 の撒 騨脚 鞍 ・`興べ騨 鱒 ちF
自然計數値を測定の都齪 めて之を慚E.した愉 士,計數管薄壁管部り庫さ,表面毬 材質の種..
類・.そ吟他1・よつて當然果れ ども・現在の楊合初 嫐 の椡 奪1坤 ・o・一166/分醜 め乢 て・





肛 知 此様麟 識 詠 よつ鴛 擁瞰 射能獄 驗して得た結臆 就燵 べる3此處に
.試墜 した試料は何れ も所謂殘菠上の種類 に簡すべ き.もので,.1三としで柑橘園附近の地層か,ら採
集された土壌である・ 庇 に關聯 して倚對照の霧めに二三 の含如皐岩聖)破 確粉末を 部1;せ測
つてみた.皀卩ち試驗試料は花働岩質土鵬 立武岩質土壌,火 山夜質上壌.第三耜贋土壌,秩父
古生層上壌等に燭するiものに して,他に尚 海緑宥題加里明攀石㎡石英粗 面岩等に就て.もその測
定を行つた『..:.1...广;1..;幽1
.第.1袋ぽ
.その結果の→例 を示す ものであ.る..・第]行 は試料の種類並↓と其産地,第 皐行は各
試料中た含有さ.れる加里分を化學分析甅}め結果Kρ め百分率 としで示 した.も⑳ 第3行 ばそ
の放射能菰度.を計數ノ分で表.したもの,第4行 は夫. φ々 計數/分'をk§o」%で除したR6:04%
嘗.醜.め計數!分で.ある・街最後に附記 さ.れた.K:Ci/及K=C20≠Hセ0なる化學藥品φ放射能は對
魚の爲めに全 く同様な條件の下で測定 された もので,此嚏に κα の100ノ分 の如ぎ數値は殊
に甚ノ～三顯著な計數値と云にねばな=らぬ..=;...一 一.........
此第'1表め詰果に僚づて見ると,.被騅講料1ヒ:は殆んどその總 て1ヒ可な.i,菁しく白然放射能が
檢 琳さ.れ≒ζ:みる・.でそ して此等の放射能張度は夊略々試料 中1ご含有 され る加里の化撃分析値1}に
直接關係してゐる:もあめ如1ぐに葉寮され る;.冗率ヲく1然の…あ7:0∫ヴ云が弱"β 一線 を放出する事實
L)加里(カ.リウ÷)ぱその顯化白金ρ加里騨と.して分析建最.された.署者の一人,森 凪修二氏は京大農學
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第1表
.殘積土及含加里岩石.放射能の測定3






















静髏 黷 轟州儼 獣 醐}'帽爆 o」49. 0,7 1.4.
海線石・脚太大泊車 4.98. 9.7 1.9




化 墨 試 料




計欺'分一.一 一　 .　 ..』....一 「 一
撫 化 .加 .里 ..5窄:4弖 Ioo、 1。9
催 磯 加 ,汎 42♂且5 96 2,0
臓.化 ル ビ ヂ.ウ ム 70.67. 44 一
ア ル ξ昌 ウ4L脅緬 粉ll1の吃2ン ひ=7×10暫4 1.1 一
は既に可なb古.くか.らよ く認 め られ て を.り,.現在では,61cay,isK40及lsl"41なる『3つの 同位 元
素 が 停在す る内で,麹1渡0.012%のKAOの 原子核 のみが β憩 及rr線 を放Hiすることが確 め
られ てゐ るe}・そ して此放出.β一線 の保有 す るヱネnギ ー.は遑 い方の群 の最大値が700KeV位,
遲 い方の群 つ最 ぺ値 が 釦DKeV位 で ある と云はれ ・る.・即 ち本實驗 に:於て,上 違の簿 壁計救管
に よつて檢ll}eれえた 土壌 の故射 能な る も.の.t‡,.主と.して此 放躰性,,gκ・0なる不安定 な天然
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聾o..'5 趾 婁セ怦に よ.、乙土 毒裏放身壷能 ゐ乖国定1こ.拿配て
」171
め原微細衿末試料た添加・禿分均等に混和 し・蒸發乾澗の後,.105℃の乾燥務宋を再び璃瑙乳












(猷)孝頒 輯 螂 繍 江村,.←畔 嬢・(嘩岩質),
?
一


















































二 煽 中K'03舜 牽
筆姻 ・.・土則 噸 加.琴・o含有寧雄 射鰯 殿 の齢 ・
」指:長 崎縣酉彼杵郷甘松村子}]川,(L暦出壌,:Kρ=軌42%・.
.ル畳;大 分縣東周東郡奈狩江桟 .{瓢 層土棚』:K30罵72・α鵬≦
'、衛 電 同上,ル 居土壌p塩P=3・29妬,
!1....・.;.
(K・Q一螂%)と 鰍 て得昧 た結懸 示 レ齢 Φで軽 .
脳'
前者は母駕立武器・郎 ち鹽基性
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里濃度と檢 出紋射能 とは.その濃度が比較的高い範園に於で大贓直線的の關係1ζ在る,ζ.とが確
め られ る.處が地第3鬪 から見 られるや.ラ」ζ,.未だ村松村土壌M→ のアつだけ⑳例か.らでは
' .あるが,そ の直線的關1痢よ加 皐濃度が約爭%邊力・ら以下横軸 に向つて内型の經過 をとつ鴪 ・llh
線ば展後に 厂度座標軸の0點.ヒ1こ延長 され慌て來 るや うに見 られ る.襖言すれ1北此上壌は加里
含紛 が・鯲 ・慨 啾 繖 簿 を睡 蘇 する弓・購 拓 從つて鮒 松村」・
攤 就て檢岬 呻 めの騨 『η馳 ξ全粐繭 騨 飾1章ir脳のと囎 闘 逵
す.る町 、.i、. .一.
又第,の 奈狩江付土壊・轟.の 場合には∴その原麺畢含有量にK=0=2ρ3%で奄つ て・そ
オ}以Fの加畍 鱗 瞞 轍 對する聯 ゆ薊 繃 櫛 ぱ彳曳得ないρ聯 鯵 簸 に
は赫 る鰰 皴 翻 と於で よ厩 晦 騨 瑚 来な卿 蝉 を軋 碗 線・し
ての延 疑線と0黙 を通 る延長曲豫 との間に挾 主れ る範圍内に その延長経廼が外挿されてく.る
可 きものである・今若.しかLる 酸 門三鴇質・1濃に於て,假 りにその際含有加曳以外にラヂ.ウムそ
.… 脚 欄 綱 ぎ吻 ・・幅 ・醗 嚼 るとすれ… 鰍 ・一・・/分・
下の彊馳 拍旨竜素に編ずべぎ故射能が蔵iこ懲賜され なければな・らぬ.∴但 し單に前者あ村松村
土 壌の曲線經過Z)みか ら之を同饑に類椎すれば,反つてその延長線ぱ相営の類似曲率をもつて
計數1.5!分より..遙か に阪 く縦軸 を.切り,0勤にょり近 く延長 されてくるべきもの 丶や うに考
へ られぬ こともない・ 此や うな強叡 射能物質の混在に關郡 して甚だ粗略的な一つの對照試験
としてではある.が1第1炎の最終に掲げたセ`z7アン容器内の全アル ミ咼ウム.戳粉lllにびが
7・.10曹1%だけ添 加された駘 ・.皀llちσ の2・10『幅 力・均 黯 ・全 ア・レ;.≒二肱 粉 と共 に混
和 された 場 含の計数 は,測定D結 巣1.11分とな る・帥 ち此 數依 ぱ σ か ら生成『された,セ ロフア
ン壁 附近 の σ,匸その 他.D放翁匪 朔壌 生成物 からの放射線 を計 数 してゐ ることになる,
それ か ら放射性 κ{。以 外}こ,尚 亙然 には不安 這な 黯濯 び が又軟 い β一線 を 交々出 する ことが
よ く.知られ てゐ る軌 帥 ち その放出 β一線 わ母 大ヱ ネルギ 尸は硬 い方 り成 分で.250KeV位,軟
い方Z)群で103KgV紘 と云ば孝Lる・故 に前 と全 く同棟 な瀬 電條們の 下でRbClを セ ロフア ン
容濡 内 に滿 して之 を計 教 した 噫が1第1表1と 示 され る如 ぐ僅 か に 蝿!分4)計 敗値 しか得 られ
す,.又七唆rl。の 盈ゐ含 付 飛 も攤 祭に於 て極めて僅 少に過 ぎない.も.ので あ.るか ら,珊 一放射線 は
本 計數 袋置に よ・る;ピ壊測 遣に1ま餘 り影.響な く,考 慮の要示 ないや.うで あ.る..
・1)嫐,雌 に鰉 め3.離 完素,;.'掴加 蜘 澗 の融:ll攤 舐↓七.(93:↓4富0眇01蛙;6,55%)は常'・
一定不鑓に保た.6rく遘.もの.と.俄定1さオしる・
4)一 製に地球化騨 こ於で火囃 糾・に於け6強 放射能竜鰲の含有蟻臨 ぞε躍 簿 の場合の如 く,岩石が綾
性である程讐大ナ・る楓向が窺ほξいる・1..
喬).qll鵡.恥 し曽5r・1・れ1'."・E・Wnm㎎!1～弓ざ"そ鳩 ・2第.1ミ?.(騨)1むM巴「n1コch・A与吻'7・解 ♂51.脚
(193η.最 迸 この 他..7、げ76丶 亦 天 然 に 爾 融 穣 セ あ る こ と.オ罐 め られ て ゐ ・る..一M.1切d6・u.:w.
:、Ve血1}ne語ら ∠㌔包 黥"`蜘 三126ガ612(L938);.」;.匙!碑録"ロph.uJilL=Lic}Ltb9"瞻;」…字産r陰.ノ:「伽;,且11メ514r(正939}.
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圃上に於て,村松及奈狩江村兩土壤の直線郡分の傾斜が又珂な り兩者によつて異るめ嶂。該
試料内に含有 される構成化學全成分 に對 する.lg超し放射纏の吸牧寧の差異に依るもの との推.
察を生す苓F珂れiこしで.も被驗試料巾に〕.も:し特kヴ ヂウ娠 ぞ{ら他6強 放躬能売素が共存し㌃.
い揚合,或 は籀薇め痕跡め揚合団 よ㌃逆1司併様 蠡近 似的直線乃蓋 曲線の相開關係を利珊 して,
加瞰 雛oの 點 にまで之を糎 蘇 するこζ喧 つて・7即蝋 榊 の含縫 成分に對する
、,κ弓0一放射線の吸牧牽 を央 々實驗的に:麟慮すろζ.ξ些 よ,つて,一該土壌中のカ【哩 含有率がか 玉
る單純な物理的方法に よ.つて も近似的に推知され得る可能性が期待さ.れる.そ して庇際 試験
試料の審度が特に低い蝪合ほど,此様な物理的分析の結果は良好とな り得ることが容易に推察
される・........:....一...
文一般1・・韓 料中瞭 麓 挙綿 分病晩 婢 芬?み嚀 陣 雛1"・麟 呻 ゆ蝿
吹 や 岬 蠅 麕 レて擲 さ岬 る.騨螂嘩 哄 して.準か・働 であ.る朽 場 合
には・容易に又之と灘在してわる他の嗤放射能物質が判鴎さ.れ・之に關する考架髢も.更に準め






・κ`.よ吻 繭 徽 却 するもので泌 ・とが綿.き.れるそLて 献 のク晦 加醜 灘
とそ嫐 射能との閥の」・讃 黝 關係より.茸際購 懐 轍 量含檀 〉瞰 射性元素に1hると
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